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概  要 

 

対象物の重量をバネの弾性力で支え、その支持力を重量に応じて調整すること

ができる方法として「可変自重補償機構」を開発した（図）。圧縮バネと定荷

重バネ、円形のフォロアを用いて自重補償する。また、サーボモータで圧縮バ

ネの圧縮量を調整することで、対象物の重量変化に対応可能である。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

バランサーや専用機など、自重補償の方法・機器が提案されているが、多くは、

単一の重量のみを支えることを目的とするもの、電動式やエアー式のアクチュ

エータを搭載したものである。本技術は対象物の重量変化に対応可能で、バネ

の弾性力を主な動力源としていることを特徴としている。 

本技術の 

有用性 

産業用ロボットやサービスロボット・機器など、人とロボットが協働する場で

は、安全性の確保が重要である。本技術により、作業対象の重量を軽減するこ

とで、ロボット・機器等の出力を低減（本質安全に寄与）することができる。 

関連情報 
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適用可能製品 
アシスト装置・機器 
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